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廃棄物処理手数料の改定の考え方について 

 

１ 廃棄物処理手数料改定の目的 

排出事業者の自己処理責任に基づく受益者負担の適正化の観点から、手数料原価と手

数料との乖離をできるだけ解消することを目的とする。また、排出事業者の自己処理責

任の徹底を通じ、事業系一般廃棄物の削減を目指す。 

 

２ 廃棄物処理手数料改定の経緯 

（１）現行廃棄物処理手数料の見直し 

   令和５年１０月に改定された現行手数料４６．０円（収集運搬部門２８．５円、処

理処分部門１７．５円）は、廃棄物処理手数料の改定ルール（平成２２年３月１６日

特別区長会了承）により、「改定後３年目に見直しを検討する」こととされた。今後、

令和９年１０月の改定を予定している。 

 

（２）２３区統一の廃棄物処理手数料改定の必要性 

廃棄物の中間処理が共同処理であり、事業系一般廃棄物処理の許可業者に対し、複数

区の事業系廃棄物の混載を認めていることから２３区統一の改定となっている。 

 

３ 廃棄物処理手数料改定額（案）                （単位 円/kg） 

 現行手数料 令和６年度手数料原価（※） 改定後手数料（増減） 

事業系一般廃棄物等 ４６．０ ５３．１００ ５３．０（＋７．０） 

内

訳 

収集運搬部門 ２８．５ ３３．４９２ ３３．５（＋５．０） 

処理処分部門 １７．５ １９．６０８ １９．５（＋２．０） 

※ 令和６年度を含む過去４年間の平均値を基礎として算定した手数料原価 

 ・令和６年度手数料原価と現行手数料の間には約７．０円の乖離があるため、令和８年   

６月の特別区長会総会で、この乖離を解消すべく７．０円／kg（収集運搬部門５．０円、

処理処分部門２．０円）を改定額とすることとした。 

 ・事業系一般廃棄物等については、有料ごみ処理券を添付して排出するときは、１０リ

ットルにつき１００円を限度とする（現行限度額８７円）。 

・臨時に排出する粗大ごみについては、３，７００円を限度とする（現行限度額３，２０

０円）。 

 

４ 今後のスケジュール 

令和８年１１月  第４回定例会で「中野区廃棄物の処理及び再利用に関する条例」 



 

 

          の改正を提案 

令和９年１月以降 区報、ホームページ等での手数料改定内容の周知 

         関係団体への説明 

 令和９年１０月  廃棄物処理手数料改定（予定） 


